
扌丸大で販売する全53種類の弁当のうち、12種類がスマート
ミール弁当。なかでもスマートミールの「沖縄煮つけ弁当」は、全
体の販売数ランキングで常にトップ3に入る人気商品

※「JSH」：日本高血圧学会

扌てるしの、丸大の関係者が南風原町の赤嶺正之町長を表敬訪
問し、スマートミール認証の取得を報告。南風原町では、食環境
整備に向けてスマートミールを積極的に活用していく方針
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地域の健康課題解決に向けた自治体と中食事業者の連携 健康経営の分野で事業所が集結し、自主的に運営する全国初の取組

厚生労働省 健康局長 優良賞
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沖縄南風原町と丸大スーパーの
連携による食環境整備
～SM認証弁当の普及活動を通じて～

沖縄県南風原町役場受賞者

取組アクション
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企業発！目指せ！健康経営の好循環
～くまもと健康企業会～

全国健康保険協会 熊本支部（熊本県）受賞者

取組アクション

　沖縄県南風原町では、脳血管疾患・高血圧・肥満（BMI25以上）の割合が
高く、高血圧と肥満への対策が健康課題となっていた。一方、住民の生
活習慣に目を向けると、持ち帰り弁当や惣菜を週2～3回以上利用（常時
利用）する人の割合が30.5％（2016年沖縄県民栄養調査）と高いことが
明らかになっていた。そこで、住民が選択する弁当が食生活を変える効
果的な手段であると考え、弁当を提供する町内の中食事業者（スーパー9
店・弁当店43店）にスマートミール認証取得の働き掛けを行った。

　全国健康保険協会 熊本支部では、健康宣言をする事業所数は増えているものの、主体的に取り組めている事業所が増えず、
健康経営の質的向上が課題となっていた。そんなときに、ある事業所から企業同士が連携する必要性を提案され、健康経営の
実効を上げることを目的とした企業間連携の検討を開始。その検討を進める中で、健康経営の実践が進んでいる県内の企業5
社に幹事事業所を引き受けてもらい、令和2年8月に「くまもと健康企業会」が発足した。健康経営を主体的に実践し、従業員
のヘルスリテラシーと健康度を高めることで保険料率の低下につなげ、事業主がよりいっそう質の高い健康経営の実践を
目指す、という好循環を生み出すねらい。

背景・概要 背景・概要

●幹事事業所が主体となって運営　業種・規模が異なる事業所が主体的に
健康経営に取り組むために、優良事例の共有や課題の解決策を見出しなが
ら、健康経営の実践に向けた事業所間の連携を強化。定例会では、幹事
事業所が中心となってテーマを選定し、事例の発表や情報共有、外部講
師によるセミナーを実施。事業所の実態を把握するためのアンケートの
回答内容に基づいてグループワークの組み合わせを、取組が十分な事業
所とそうでない事業所にしたり、幹事事業所がファシリテーターとなる
ことで意見交換が活発になるよう工夫している。

●自治体が旗振り役となり2事業者が賛同　町民の健康課題や生活習
慣、スマートミール認証などについて中食事業者に説明したところ、障
がい者支援事業所てるしのワークセンター（以下、「てるしの」）と丸大
スーパー（南風原町に本店を置き周辺7市町村に10店舗を展開するスー
パー。以下、「丸大」）が、スマートミール弁当の開発・販売に合意。てる
しのは2020年12月から10種類、丸大は2021年4月から4種類、スマー
トミール認証の基準に則った弁当の販売を開始し、2021年8月に全14
種類の弁当がスマートミール認証を取得した。

取組内容
取組内容

●好調な販売実績に手応え。2023年からは月間3万食に目標を引き上げ　丸大ではスマートミール弁当の販売を4種類・月
間5,000食ベースでスタート。販売開始以来、廃棄率ゼロが続くほど好評のため、商品ラインアップを拡充（2022年1月現在、
12種類）。今後、新商品の開発や集中調理センターの稼働により、2023年の販売目標を月間3万食に引き上げる。てるしのは、
調理員の病欠等で販売できない期間が続いたため、2020年12月〜2021年7月の販売数量は390食。2021年8月には、てるし
ののスマートミール弁当を丸大で販売する連携がスタートした。
●スマートミール認証取得の波及効果　JSH（※）減塩食品リスト掲載の減塩白だし粉末（以下、「減塩白だし粉末」）を使用した
野菜料理152品の簡単レシピを町役場職員で考案。このレシピは、スマートミール弁当の開発に役立ったほか、栄養指導教材
の資料としても活用。また、減塩白だし粉末は、丸大でスマートミール弁当の関連商品として陳列され、住民が購入できる
ようになった。住民への保健指導、地域における食の学習、メディアでの報道などを受け、町民や丸大店舗のある市町村か
らの問い合わせがあり、そのほかの弁当提供事業者によるスマートミール弁当の導入を期待できる状況となっている。

成 果
●着実に広がる健康経営の輪　参画事業所数は、令和2年8月の40社から
令和3年7月時点で52社に増加。業種・規模の垣根を越えて、「健康経営の
主体性」と「事業所との連携（コラボヘルス）」を実現する取組が広まってい
る。
●健康経営優良法人の認定も進む　臨時会として、健康経営優良法人の
認定取得に向けた勉強会を行い、申請書を確認しあい情報交換を行った
ことで認定率が向上。くまもと健康企業会に参画する事業所のうち、認定
を目指した92.3％にあたる36社が認定を受けた。また、健康経営優良法
人の上位500社にあたる「ブライト500」に認定された県内14社のうち、
くまもと健康企業会に参画する事業所は11社。

成 果

　地域の健康課題である高血圧と肥満への対策の一環として、地元スーパーと協働して住民の食生活の実態に合った効果的
な食環境整備を実施し、事業としての実行可能性と継続性が確認された好事例です。評価できるポイントとして、以下の3点
を挙げることができます。①環境整備にあたって、住民の食生活の実態を把握し、この地域だけでなく全国的に利用が進ん
でいる中食（弁当や調理済みの惣菜）に着目したこと、②今後の地域展開を想定して、中食を取り扱う事業者に広く事業への
参加を呼び掛けるとともに、13の学会等によるスマートミールの認証や学会が認証した減塩商品を活用して、普及可能な事
業モデルを企画設計したこと、③障害者支援事業所における弁当の製造・販売と連携したことにより、食環境整備の新たな担
い手として障害者の参画を促し、障害者の働きがいや働く場を増やすといった社会的意義が加わった取組でもあることです。

評価委員による講評：中村 正和

　健康経営に取り組む企業が増加していますが、各企業の担当者はそれぞれに悩みを抱え、試行錯誤しながら効果的な取組
を模索しています。受賞した全国健康保険協会 熊本支部による事例は、ほかの企業がどんな取組を行っているのかを知り
たい、お互いの悩みを相談したい、という健康づくりの担当者の思いに応える取組でした。協会けんぽがハブとなり、加入
する事業所の交流を促すことで、健康づくり活動を支援する事例です。具体的には健康経営の実践が進む5つの事業所を幹
事とした「くまもと健康企業会」を立ち上げ、情報交換を促し、好事例の共有に成功しています。その結果として、参画事業
所が次第に増加し、各事業所の主体的な取組が促進されています。参画事業所から、健康経営優良法人の上位500社にあた
る「ブライト500」に11社が認定されていることも優れた成果で高く評価できます。

評価委員による講評：井上 茂




